
 

 

 

 

 

 

 

「フープリレー」 
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学びのサイクル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導者としての 

学びのサイクル 

 

 

ＡＦＰＹでは、様々な活動を通して、「計画→実践→ふりかえり→概念

化」のサイクルをスパイラルのように繰り返すことにより、豊かな人間関

係を育む基本的な流れがあります。 

例えば、「フープリレー(※)」と呼ばれるアクティビティでは、(計画)子ど

もたちは目標タイムを設定し、クリアする方法を全員で考える、(実践)実際

にやってみる、(ふりかえり)「時間のことばかり考えて焦りすぎた」「がんばっ

てるのに”早く、早く”って言われてイヤだった」など活動をふりかえる、

(概念化)「焦らないで、お互いが安心できるやり方を考えたらいいと思う。」

など、目標に照らしながら今の体験を次にどう生かすかを考える、 (計画)

「隣の人にフープを渡す時、もらう方の人は、しゃがんで待ってみたらど

う?」など新たな方法を考える、といった流れが考えられます。 

(※)フープリレー:全員が手をつないで輪になり、その腕に通したフープを一周させる活動 

 

お互いを尊重し合う関係の中で「(計画)目標達成のための方法を考える」「(実

践)実際にやってみる」「(ふりかえり)何が起きたか、何を感じたかを思い出す」「(概

念化)どう応用できるか考える」、この 4つの過程を循環させることを、ＡＦ

ＰＹにおける『学びのサイクル』と呼んでいます(図参照)。 

学びのサイクルは１つのアクティビティの中だけで完結するのではな

く、日常的に継続させ、体

験を通して得られた様々な

学びを学校生活に生かして

いくことが大切です。 

「体験を学びに、学びを

生活に」と、学びのサイク

ルを回し続けることで、子

どもたち同士がつながり合

う、より豊かな人間関係が

育まれます。 

 

指導者が自身の学びのサイクルを回すことも意味があります。その日の

子どもたちとの出来事を思い出し、どう接したか、何が起きたかをふりか

えり、明日の実践につなげます。その繰返しにより、指導者としての子ど

もたちへの関わり方が、より良く変化を遂げることでしょう。 

日々の実践の中で、学びのサイクルを意識して回してみませんか。 
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A F P Yだより 

検索 | 

『学びのサイクル』 

～社会教育・文化財課の HPで、「心の冒険・サマースクール」「AFPY」の取組をご紹介しています。～ 



   


